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東
京
城
南
地
域
（
大
田
区
・
品
川
区
）
に
例
を
と
れ
ば
、
こ
の
地
域
は
長
年
、
京
浜
工
業
地
帯
の
中
心
と
な
つ
て

き
た
が
、
工
業
再
配
置
促
進
法
に
よ
る
企
業
の
地
方
転
出
や
、
首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工
業
等
の
制
限

に
関
す
る
法
律
に
よ
る
首
都
圏
既
成
市
街
区
内
の
大
型
工
場
建
設
制
限
な
ど
の
た
め
、
い
ま
述
べ
た
産
業
経
済
上

の
構
造
変
化
と
地
盤
沈
下
が
大
き
く
進
み
、
機
械
、
金
属
加
工
、
電
気
関
連
の
中
小
下
請
企
業
と
そ
の
従
業
員
は
深

刻
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、

(1)
城
南
地
域
の
産
業
と
中
小
企
業
群
は
全
国
的
に
み
て
も
群
を
ぬ
く
高
い

技
術
水
準
を
継
承
し
、
そ
れ
を
駆
使
で
き
る
事
業
者
と
技
術
労
働
者
を
擁
し
て
い
る
こ
と
。
(2)
多
種
類
の
工
業
部 

東
京
や
大
阪
な
ど
の
大
都
市
地
域
で
は
、
企
業
の
地
方
転
出
に
よ
り
、
産
業
経
済
上
の
構
造
変
化
と
地
盤
沈
下

が
大
き
く
進
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
、
当
該
地
域
内
の
中
小
企
業
は
そ
の
存
立
を
根
底
か
ら
お
び
や
か
さ
れ
て
お

り
、
中
小
企
業
対
策
、
都
市
政
策
と
し
て
も
、
新
し
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 
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門
を
内
包
し
た
高
加
工
度
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
産
業
と
し
て
、
広
範
囲
高
密
度
の
地
域
的
集
積
を
形
成
し
て
い
る
こ

と
。
(3)
大
消
費
地
東
京
の
一
部
に
あ
り
、
京
浜
、
京
葉
の
二
大
工
業
地
帯
を
結
ぶ
交
通
、
輸
送
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
要
を
占
め
る
な
ど
、
経
済
地
理
的
に
も
産
業
立
地
上
で
も
有
利
な
条
件
を
も
つ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
特

徴
か
ら
、
こ
の
地
域
が
多
彩
な
生
産
活
動
の
発
展
性
を
内
在
さ
せ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
う
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
こ
の
城
南
地
域
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
東
京
、
大
阪
な
ど
大
都
市
地
域
の
中
小
企
業
が
直
面
し
て
い
る
困
難

を
打
開
す
る
た
め
、
し
か
る
べ
き
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
こ
の
見
地
か
ら
、
以
下
の
事
項
に
つ

い
て
質
問
す
る
。 

一 

大
都
市
地
域
に
お
け
る
経
済
地
盤
の
沈
下
が
中
小
企
業
に
与
え
て
い
る
影
響
、
そ
の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い

て
、
政
府
の
現
状
認
識
は
ど
う
か
。 

二 

現
行
の
諸
制
度
を
駆
使
す
る
こ
と
だ
け
で
は
、
こ
の
危
機
を
打
開
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。
例

え
ば
「
特
定
地
域
産
業
振
興
法
」（
仮
称
）
と
い
つ
た
声
が
強
い
。
こ
う
し
た
点
で
特
別
の
法
及
び
制
度
が
必
要
に 
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四 

根
本
的
な
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
、
現
行
法
の
運
用
に
よ
り
対
応
で
き
る
問
題
に
つ
い
て

は
、
直
ち
に
対
策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
次
の
問
題
に
つ
い
て
も
政
府
の
見
解
を
た
だ
し
た

い
。 

三 

少
な
く
と
も
、
実
情
の
調
査
と
分
析
、
現
行
諸
制
度
の
見
直
し
は
、
早
急
に
着
手
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点

明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。 

2 

利
用
度
が
城
南
地
域
で
も
高
い
東
京
都
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
の
補
助
金
の
増
大
を
強
く
望
ん 

1 

工
場
共
同
利
用
事
業
制
度
は
、
他
の
高
度
化
事
業
と
異
な
り
利
用
し
や
す
い
特
色
が
あ
る
と
い
う
が
、
東

京
の
場
合
を
み
る
と
申
込
み
ゼ
ロ
、
利
用
者
ゼ
ロ
で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
ネ
ッ
ク
は
地
価
の
高
騰
で
土
地
取

得
困
難
と
、
将
来
の
採
算
に
不
安
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
制
度
が
生
き
る
よ
う
な
改
善
策
を
講
じ
る
考

え
は
な
い
か
。 

な
つ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
は
そ
の
意
思
が
あ
る
か
。 
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5 

下
請
代
金
の
法
定
支
払
期
限
を
納
品
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
支
払
手
形
の
期
限
は
法
定
支
払
期
限
後

九
十
日
の
範
囲
で
、
公
正
取
引
委
員
会
が
業
種
ご
と
に
定
め
る
期
間
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
下
請

代
金
支
払
等
遅
延
防
止
の
強
化
改
正
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
が
ど
う
か
。 

4 

最
近
、
電
力
、
ガ
ス
料
金
引
上
げ
に
伴
い
、
下
請
単
価
が
不
当
に
引
下
げ
ら
れ
る
事
例
が
お
こ
つ
て
い

る
。
ま
た
、
管
理
検
査
と
称
し
不
良
品
が
出
た
場
合
、
そ
の
責
任
を
す
べ
て
下
請
中
小
企
業
に
か
ぶ
せ
る

「
不
当
返
品
」
が
増
え
て
い
る
。
以
上
の
二
点
に
つ
い
て
速
や
か
に
調
査
、
指
導
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。 

3 
中
小
企
業
の
技
術
の
向
上
は
、
城
南
地
域
で
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
声
に
こ
た
え
「
工
業
技
術

情
報
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）
を
東
京
特
別
区
が
設
置
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
は
補
助
す
べ
き
だ
と
考
え
る

が
ど
う
か
。 

で
い
る
が
、
検
討
の
用
意
が
あ
る
か
。 
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七 

6 
労
働
災
害
の
防
止
、
労
災
患
者
に
対
す
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
傷
痍
者
訓
練
の
充
実
は
依
然
と
し
て

大
き
な
課
題
だ
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
拡
充
は
こ
の
十
年
間
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
政
府
は
現
状
で
十
分
と

考
え
て
い
る
の
か
。 

7 

雇
用
促
進
事
業
団
が
行
う
中
小
企
業
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
建
設
計
画
及
び
東
京
城
南

地
域
に
つ
い
て
建
設
を
考
慮
し
て
い
る
か
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


